
項　目 内　容
名称 エキナセア、エキナケア、パープルコーンフラワー、プルプレア、ムラサキバレン

ギク　[英]Echinacea　[学名]Echinacea purpurea (L.) Moench、angustifolia、
pallida.

概要 エキナセアは、北米に分布するキク科の多年草。高さ1.2 m程度に生長する。主に
根 (エキナセア根) および根茎が利用される。 エキナ
セアには3種類 (E.augustifolia、E.pallida、
E.purpurea) あり、種類に応じて根、葉、全草など異
なる部位が利用されている。

法規・制度 ■食薬区分
・全草：「医薬品的効能効果を標ぼうしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原
材料) 」に該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・精油 (フムレン、カリオフィレン) 、配糖体エキナコシド (echinacosides) 、多
糖類、ポリアセチレン、イソブチルアルクラミン、樹脂、ベタイン、イヌリン、セ
スキテルペン、ヘテロキシラン (heteroxylan) 、アラビノガタクタン

(arabinogalactan) 、チコリ酸 (chicoric acid) 、エキナシン (echinacin) 。
・成分は、多糖 (fucogalactoxyloglucans (ＭW 10,000, 25,000) 、acidic
arabinogalactan (MW 75,000)、4-O-methylglucuronoarabino-xylan (MW
35,000)) 、カフェ酸誘導体 (echinacoside、chicoric acid、cynarin) 、アルキル
アミド (echinacein、echinolone) 、その他 (精油、イヌリン、ベタイン、アルカ
ロイド) 。

分析法 ・エキナセア中のchicoric acid (チコリ酸) 及びcaftaric acidの分析法としてUV検
出を⽤いたMEKC法 (micellerelectrokinetic chromatographic method) があり、
70 mM sodium deoxycholate含有 40 mM ホウ酸緩衝液 (pH 9.2) を⽤いて波⻑
300 nm でのUV測定を⾏う (PMID:11860138) 。また、cyclodextrin (CD) を利
⽤したCD-MEKC改良法もある (PMID:12207319) 。
・エキナセア (E. angustifoliaおよびE. purpurea) の根およびエキナセア含有製品
中のアルキルアミド (24種) をエレクトロスプレーイオン化質量分析器およびダイ
オードアレイ検出器付超⾼速液体クロマトグラフィー (UFLC) で分析した報告があ
る (PMID:21702479) 。
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循環器・
呼吸器

メタ分析
・10のデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照試験6報について検討した
メタ分析において、エキナセアの摂取 (5報) は、再発性呼吸器感染症のリスク低下
と関連が認められたが、試験によるばらつきが大きかった (PMID:25784510) 。
・2012年3月までを対象に4つのデータベースで検索できた無作為化比較試験16報
について検討したメタ分析において、センシンレン (4報) 、エキナセア (2報) の摂
取は、上気道感染症や風邪による咳の軽減と関連が認められたが、いずれも試験に
よるばらつきが大きかった (PMID:26840418) 。
RCT
・健康な成人170名 (平均43±14歳、試験群85名、オーストラリア) を対象とした
二重盲検無作為化プラセボ対照試験において、エコノミークラスでの長時間 (15～
25時間) の飛行を伴う旅行 (1～5週間) の出発14日前から帰国14日後までの間、エ
キナセア根抽出物 (アルキルアミド4.4 mg/粒含有の標準品) を1～2粒ｘ2回/日摂
取させたところ、帰国時の呼吸器症状 (WURSS-44) の抑制が認められた
(PMID:22229040) 。

消化系・肝臓 調べた文献の中に見当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた文献の中に見当たらない。

生殖・泌尿器 調べた文献の中に見当たらない。

脳・神経・
感覚器

調べた文献の中に見当たらない。

免疫・がん・
炎症

メタ分析
・複数の無作為割付臨床試験 (RCT) を統合した1件のシステマティック・レビュー
から、いくつかのエキナセア製剤が、風邪の治療と予防にプラセボよりも効果があ
るという可能性を示す限定的なエビデンスがみられたが、通常の風邪の治療と予防
に特定のエキナセア製剤を推奨するだけの十分なエビデンスは見つからなかった
(25) 。

・2006年４⽉までを対象に４つのデータベースで検索できた無作為化プラセボ対照
試験14報について検討したメタ分析において、エキナセアの摂取は、⾵邪の発症率
の低下 (9報) 、⾵邪症状の持続期間の短縮 (7報) との関連が認められたが、試験に
よるばらつきが⼤きかった(PMID:17597571) 。
RCT
・⾵邪のひき始めの患者719名 (平均33.7±14.4歳、試験群366名、アメリカ) を対
象とした無作為化⽐較試験において、エキナセア乾燥根 (E.purpurea根と
E.angustifolia根をほぼ等量含有) を1⽇⽬は10.2 g/⽇、その後4⽇間は5.1 g/⽇摂
取させたところ、罹患期間や重症度に影響は認められず (PMID:21173411) 、プラ
セボ効果が⼤きかった (PMID:21747102) 。
・健康な成⼈58名 (試験群28名、平均38歳、アメリカ) を対象とした⼆重盲検無作
為化プラセボ対照試験において、冬季 (11⽉〜12⽉) にエキナセア900 mg×2回/
⽇を8週間摂取させたところ、上気道症状の予防に影響は認められなかった
(PMID:18450126) 。
・⼆重盲検試験において、根のエキス450 mg/⽇摂取により、インフルエンザの症
状を緩和し、罹患期間を短縮することが⽰された (23) 。
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骨・筋肉 調べた文献の中に見当たらない。

発育・成長 調べた文献の中に見当たらない。

肥満 調べた文献の中に見当たらない。

その他 RCT
・健康な若年成人男性24名 (試験群12名、平均25.2±1.4歳、アメリカ) を対象と
した二重盲検無作為化プラセボ対照試験において、エキナセア8,000 mg/日を4週
間摂取させたところ、VO2maxの増加が認められたが、赤血球数、エリスロポエチ
ン濃度、運動負荷における心拍数に影響は認められなかった (PMID:22728943) 。
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